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皆
さ
ま
、
本
日
は
ご

多
忙
の
中
、
日
本
炊
飯

協
会
の
懇
親
会
に
ご
参

加
を
賜
り
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は

総
会
か
ら
、
ま
た
ご
来

賓
の
皆
さ
ま
に
は
講
演

会
、
あ
る
い
は
こ
の
懇

親
会
か
ら
と
、
そ
れ

ぞ
れ
お
忙
し
い
中
、
ご

出
席
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
農
林
水
産

省
よ
り
山
口
農
産
局
長

を
は
じ
め
幹
部
の
皆
さ

ま
、
関
係
団
体
の
代
表

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
多

く
の
ご
来
賓
の
皆
さ
ま

に
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
米
飯
業
界

な
ら
び
に
日
本
炊
飯
協

会
に
対
し
ま
し
て
、
温

か
い
ご
指
導
と
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
講
演
会
で

は
、
２
０
０
７
年
か

ら
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本

代
表
選
手
に
選
ば
れ
、

２
０
１
２
年
か
ら
２
年

間
、
日
本
代
表
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
ら
れ
た

廣
瀬
俊
朗
（
と
し
あ
き
）

様
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
（
詳
細
は
3

面
参
照
）。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
、
一
人

の
力
だ
け
で
は
勝
つ
こ

と
の
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
状
況
を
見
極

め
、
瞬
時
に
判
断
し
、

仲
間
を
信
じ
て
前
に
進

む
。
ま
さ
に
、
今
の
私

た
ち
米
飯
業
界
に
必
要

な
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ

り
、
本
日
の
ご
講
演
か

ら
も
、
多
く
の
学
び
と

勇
気
を
い
た
だ
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
一

昨
年
の
令
和
の
コ
メ
騒

動
以
来
、
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。

　

お
米
の
価
格
高
騰
は

今
な
お
続
い
て
お
り
、

炊
飯
協
会
会
員
に
も
非

常
に
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

数
量
面
で
は
一
定
の

供
給
量
が
見
え
て
き
た

こ
と
で
、
少
し
安
心
し

た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に

伴
う
原
油
・
ナ
フ
サ
不

足
の
影
響
に
よ
り
、
包

装
資
材
や
副
資
材
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
物
流
費
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト

が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
不
安
視
さ
れ

て
い
る
の
は
、
ニ
ト
リ

ル
手
袋
、
結
束
バ
ン

ド
、
ガ
ゼ
ッ
ト
袋
、
番

重
、
米
袋
、
ス
ト
レ
ッ

チ
フ
ィ
ル
ム
、
印
刷
用

イ
ン
ク
、
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
一
つ
ひ
と
つ

を
見
る
と
脇
役
の
よ
う

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
現
場
に
と
っ

て
は
ど
れ
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な

資
材
で
す
。
ま
さ
に
、

原
料
米
だ
け
で
な
く
、

資
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

物
流
を
含
め
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
安

定
が
、
私
た
ち
の
事
業

継
続
に
直
結
し
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
大

切
な
こ
と
は
、
変
化
を

嘆
く
だ
け
で
は
な
く
、

変
化
を
前
提
と
し
て
行

動
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
１
月
の
賀

詞
交
歓
会
で
も
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
、
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
※※
）

の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
状
況
を
観
察
し
、

判
断
し
、
素
早
く
動

く
。
完
璧
な
答
え
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
ま
ず

行
動
し
、
修
正
し
な
が

ら
前
に
進
む
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、
こ
れ
か
ら

の
企
業
経
営
、
そ
し
て

業
界
全
体
の
力
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

実
は
、
本
日
の
講
師
、

廣
瀬
氏
と
は
、
今
月
５

月
16
日
に
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
で
開
催
さ
れ
た

親
子
田
植
え
体
験
で
も

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
社
か
ら
も
私
を
含

め
数
名
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
が
田
ん
ぼ
に
入
り
、

泥
ん
こ
に
ま
み
れ
て
、

笑
顔
で
田
植
え
を
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
お
米

は
単
な
る
食
材
で
は
な

く
、
日
本
の
食
文
化
や

地
域
、
そ
し
て
次
の
世

代
を
つ
な
ぐ
大
切
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。
本
日
の
懇
親
会
は
、

会
員
同
士
、
賛
助
会
員

の
皆
さ
ま
、
行
政
・
関

係
団
体
の
皆
さ
ま
が
直

接
顔
を
合
わ
せ
、
率
直

に
意
見
交
換
を
し
て
い

た
だ
く
、
田
植
え
の
よ

う
な
大
変
貴
重
な
機
会

で
す
。
厳
し
い
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

し
て
皆
さ
ま
と
集
い
、

語
り
合
う
こ
と
そ
の
も

の
が
、
次
の
一
歩
を
生

み
出
す
力
に
な
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
本
日

は
限
ら
れ
た
時
間
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

か
和
や
か
に
、
そ
し
て

有
意
義
な
交
流
の
場
と

　

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
、
５
月
28
日
︵
木
︶、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・

マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
令
和
８
年
通
常
総
会
・
記
念
講
演
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　

供
給
不
足
だ
っ
た「
令
和
の
米
騒
動
」か
ら
一
転
し
今
年
に
入
り「
コ
メ
余
り
」の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

コ
メ
価
格
見
通
し
指
数
は
過
去
最
低
を
記
録
し
、
市
場
関
係
者
の
間
に
値
崩
れ
へ
の
警
戒
感
が
広
が
る
。
価
格

下
落
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
、
産
地
の
Ｊ
Ａ
や
生
産
農
家
は
主
食
用
米
か
ら
、
飼
料
用
米
や
米
粉
な
ど
の
新
規

需
要
米
（
非
主
食
用
）
へ
作
付
け
を
切
り
替
え
る
動
き
も
加
速
し
て
お
り
、
炊
飯
用
の
原
料
米
調
達
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
炊
飯
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
円
安
や
ナ
フ
サ
不
足
問
題
な
ど
の
原
材
料
高
、
人
件
費
の
高
騰
、

消
費
者
の
コ
メ
離
れ
へ
の
懸
念
か
ら
厳
し
い
経
営
判
断
が
続
く
。
原
料
米
を
は
じ
め
と
す
る
国
産
米
の
安
定
供

給
は
目
下
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
令
和
９
年
産
か
ら
の
米
政
策
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
だ
。
農
林
水
産

省
と
の
情
報
共
有
や
政
策
へ
の
意
見
具
申
を
行
い
つ
つ
、
引
き
続
き
業
界
発
展
の
た
め
に
ご
は
ん
の
魅
力
に
触

れ
、
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛
生
管
理
、
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
等
の
普
及
に
力
を
合
わ
せ
炊
飯
文
化
の
発
展
に

努
め
て
い
く
。

令
和
８
年
通
常
総
会
・
記
念
講
演
・

令
和
８
年
通
常
総
会
・
記
念
講
演
・

懇
親
会
を
開
催

懇
親
会
を
開
催

会
長
挨
拶

千
田
法
久

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
会
長

し
て
お
過
ご
し
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
結

び
に
、
本
日
ご
臨
席
の

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
、
そ
し
て
日
本
の

米
飯
業
界
の
さ
ら
な
る

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
か
ら
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

通
常
総
会
を
開
催

　
（
公
社
）
日
本
炊
飯
協

会
は
、
２
０
２
６
年
５

月
28
日
、
東
京
都
中
央

区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
令

和
８
年
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
通
常
総
会
で

は
、
冒
頭
、
千
田
法
久

会
長
（
㈱
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ア
代
表
取
締
役
社
長
）

が
挨
拶
し
た
後
、
定
款

に
基
づ
き
千
田
会
長
を

議
長
に
選
出
。
議
事
録

署
名
人
を
選
任
し
た
後

に
議
事
を
進
行
し
た
。

議
案
と
し
て
２
０
２
５

年
度
事
業
報
告
並
び
に

２
０
２
５
年
度
収
支
決

算
報
告
が
行
わ
れ
、
会

員
・
賛
助
会
員
の
賛
成

多
数
に
よ
り
全
議
事
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
で
２
名
の
理
事
が

新
た
に
選
任
さ
れ
、
新

理
事
に
道
野
英
司
氏

（（
公
社
）
日
本
食
品
衛

生
協
会
常
務
理
事
）、
新

井
映
子
氏
（
静
岡
県
立

大
学
名
誉
教
授
）
を
選
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任
し
た
。

　

総
会
後
に
行
わ
れ
た

懇
親
会
で
は
、
来
賓
と

し
て
農
林
水
産
省
よ
り

農
産
局
長
山
口
靖
氏
、

農
産
政
策
部
長
・
山
口

潤
一
郎
氏
、
穀
物
課
長
・

尾
室
義
典
氏
、
穀
物
課

米
麦
消
費
拡
大
推
進
室

長
・
小
川
英
伸
氏
、
同

室
課
長
補
佐
・
石
田
嘉

郎
氏
、
同
係
長
・
斎
藤

雄
氏
、（
一
財
）
日
本
穀

物
検
定
協
会　

理
事
長

　

塩
川
白
良
氏
、（
公
社
）

日
本
食
品
衛
生
協
会　

専
務
理
事　

塚
脇
一
政

氏
、
全
国
米
穀
販
売
事

業
共
済
協
同
組
合　

理

事
長　

山
﨑
元
裕
氏
、

国
産
米
使
用
推
進
団
体

協
議
会
か
ら
（
公
社
）

日
本
べ
ん
と
う
振
興
協

会　

専
務
理
事　

嵯
峨

哲
夫
氏
、（
一
社
）
日
本

惣
菜
協
会　

専
務
理
事

　

森
川
保
氏
、
同
・
常

務
理
事　

大
隅
和
昭
氏
、

（
一
社
）
日
本
弁
当
サ
ー

ビ
ス
協
会　

会
長　

市

川
博
光
氏
、
同
・
専
務

理
事　

尾
崎
誠
氏
、
全

国
米
穀
工
業
協
同
組
合

　

専
務
理
事　

剣
持
美

喜
男
氏
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ラ
イ

ス
連
合
会
日
本
代
表
事

務
所　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

山
野
ニ
ー
ナ
氏
、
同
・

渡
邊
真
理
子
氏
、
記
念

講
演
に
て
講
師
を
務
め

た
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
主
将
・
廣
瀬
俊
朗
氏

ら
大
勢
の
来
賓
が
参
加

し
和
や
か
な
雰
囲
気
で

懇
談
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
会
の
冒
頭
、
千

田
会
長
は
主
催
者
挨
拶

を
行
い
、
懇
親
会
に
先

立
ち
行
わ
れ
た
通
常
総

会
で
全
議
案
が
可
決
さ

れ
た
こ
と
、
米
穀
を
め

ぐ
る
直
近
の
情
勢
等
を

報
告
。
来
賓
を
代
表
し

山
口
靖
農
林
水
産
省
農

産
局
長
が
来
賓
挨
拶
を

行
い
、
山
東
昭
子
理
事

（（
公
財
）
日
本
健
康
・

栄
養
食
品
協
会
会
長
）

の
発
声
で
乾
杯
を
行
い
、

歓
談
し
た
の
ち
、
中
締

め
の
挨
拶
を
中
村
勝
浩

副
会
長
（
㈱
煌　

代
表

取
締
役
社
長
）
が
行
い
、

会
員
各
社
並
び
に
協
会

の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
し
て
「
大
阪
締
め
」

を
行
っ
て
閉
会
し
た
。

〈 

来
賓
挨
拶 

〉

米
飯
の
安
定
的
か
つ
持

続
的
な
供
給
を
通
じ
我

が
国
の
米
消
費
拡
大
を

農
林
水
産
省
農
産
局
長

　
山
口
　
靖 

氏

　

千
田
会
長
を
は
じ

め
、
本
日
ご
参
集
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
農
林
水

産
行
政
の
円
滑
な
推
進

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
に
お
き
ま
し
て

は
、
人
口
減
少
の
進
行

な
ど
に
よ
り
、
米
の
需

要
は
中
長
期
的
に
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
食
料

安
全
保
障
の
観
点
か

ら
も
、
米
の
消
費
の
維

持
・
拡
大
に
取
り
組
む

こ
と
が
極
め
て
重
要
な

課
題
で
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
貴
協
会
の
皆
様

方
に
は
、
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
認
定
事
業
や
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
事
業

を
は
じ
め
、
品
質
の
向

上
、
災
害
時
の
米
飯
提

供
支
援
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
安
全
で
安
心
な
美

味
し
い
ご
飯
の
提
供
と

米
の
消
費
拡
大
に
大
き

く
ご
貢
献
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。
中
食
・
外
食
は

国
民
の
日
々
の
食
生
活

を
支
え
る
重
要
な
基
盤

で
あ
り
ま
す
。
炊
飯
業

界
の
皆
様
方
の
高
い
衛

生
管
理
水
準
と
確
か
な

技
術
が
あ
っ
て
こ
そ
、

コ
メ
の
価
値
が
消
費
者

に
届
け
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
米
飯
の
安
定

的
か
つ
持
続
的
な
供
給

を
通
じ
ま
し
て
、
我
が

国
の
米
の
消
費
を
し

っ
か
り
と
支
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
農
業
・
食
品
産

業
政
策
全
般
で
は
、
昨

年
施
行
さ
れ
た
新
た

な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
初
動
５

年
間
に
お
い
て
、
農
地

の
集
約
化
や
共
同
利
用

施
設
の
再
編
集
約
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
普

及
、
輸
出
産
地
の
育
成

な
ど
を
柱
と
す
る
「
構

造
転
換
集
中
対
策
」
を
、

約
１
０
０
０
億
円
の
拠

出
を
得
て
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
来
年
３
月

に
は
横
浜
市
に
お
い

て
「
２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
」（
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
７
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
博
覧
会
は
、

農
業
や
食
の
魅
力
に
加

え
、
環
境
技
術
や
フ
ー

ド
テ
ッ
ク
な
ど
、
国
内

外
に
発
信
す
る
重
要
な

機
会
と
な
り
ま
す
。
お

米
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
発
信
し
て
参
り
ま
す

の
で
皆
様
方
の
ご
協
力

と
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

〈 

乾
杯
の
発
声 

〉

人
を
育
て
る
基
本
は
や

は
り
「
お
米
」、
米
飯

文
化
の
継
承
・
拡
大
を

当
協
会
理
事

　
山
東 

昭
子 

氏

（（
公
財
）
日
本
健
康
・

栄
養
食
品
協
会
会
長
）

　

本
日
は
、
元
ラ
グ
ビ

ー
日
本
代
表
主
将
の
廣

瀬
俊
朗
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
ご
講
演
を
拝
聴
い

た
し
ま
し
た
。
誠
に
あ

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
実
は
私
の
亡
く
な

っ
た
父
も
廣
瀬
さ
ん
と

同
じ
ラ
グ
ビ
ー
の
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
（
日
本
代

表
）
の
選
手
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
阪
・
天
王

寺
中
学
と
い
う
（
廣
瀬

さ
ん
の
）
ラ
イ
バ
ル
校

出
身
で
、
早
稲
田
大
学

に
進
学
後
、
2
連
覇
し

た
時
の
セ
ン
タ
ー
・
ス

リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
バ

ッ
ク
を
務
め
て
お
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ご
縁

も
あ
り
、
私
が
参
議
院

議
長
を
務
め
て
お
り
ま

し
た
時
に
ち
ょ
う
ど
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
し
て
、
勝
利

し
た
2
試
合
と
最
終
試

合
を
観
戦
に
参
り
ま
し

た
。
そ
の
際
、
選
手
た

ち
に
は
非
常
に
大
き
な

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
り
皆
の
憧
れ
の
的
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

私
は
や
は
り
選
手
を
支

え
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ラ
イ
ン
を
引
い
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
っ
た

り
と
、
様
々
な
裏
方
の

苦
労
を
さ
れ
た
方
々
を

激
励
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
公
邸
に

お
招
き
し
て
裏
方
の

方
々
と
共
に
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
こ
と
が
、
強

く
思
い
出
に
残
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
政
府

の
姿
勢
と
し
て
「
理

系
人
材
を
育
て
よ

う
」
と
い
う
こ
と
で
、

３
０
０
０
億
円
の
予
算

を
投
じ
て
、
高
校
・
大

学
時
代
か
ら
理
系
人
材

を
育
成
す
る
方
針
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
理
系
で
あ
れ
文
系

で
あ
れ
、
人
を
育
て
る

基
本
は
や
は
り
「
お

米
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
も

ま
す
ま
す
当
協
会
の
皆

様
方
の
活
動
と
ご
活
躍

が
望
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
皆
様

方
の
ご
健
康
と
、
こ
れ

か
ら
の
さ
ら
な
る
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
乾
杯
！

〈 

中
締
め
の
挨
拶
〉

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
の
さ

ら
な
る
認
知
拡
大
を

当
協
会
副
会
長

中
村 

勝
浩 

氏

　

本
日
は
お
忙
し
い

中
、
会
員
の
皆
様
、
関

係
団
体
、
そ
し
て
行
政

の
方
々
と
、
皆
様
に
は

協
会
の
総
会
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
協
会
の
基
幹
事
業
の

ひ
と
つ
「
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
」
認
定
試
験
は
、

23
回
開
催
し
、
こ
れ
ま

で
に
「
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
」
認
定
登
録
者
は

２
，
５
０
０
名
以
上
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
第

24
回
の
「
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
」
認
定
試
験
は
10

月
に
あ
り
ま
す
。
本
日

ご
列
席
の
皆
さ
ま
、
会

員
企
業
の
方
々
に
は
、

色
々
な
と
こ
ろ
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
て
い
た
だ

き
、「
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
」
が
よ
り
広
く
認
知

さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

〈 

新
理
事
紹
介 

〉

　

新
理
事
に
道
野
英
司

氏
（（
公
社
）
日
本
食

品
衛
生
協
会
常
務
理

事
）、
新
井
映
子
氏
（
静

岡
県
立
大
学
名
誉
教

授
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
た
。
各
氏
の
略
歴

を
紹
介
す
る
。

○
道
野
英
司
理
事

　

１
９
８
６
年
鳥
取
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科

修
了
、
同
年
厚
生
省
入
省

（
Ⅰ
種
・
獣
医
）。
厚
労
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
食

品
監
視
安
全
課
課
長
と
し

て
食
品
衛
生
法
改
正
に
尽

力
。
農
水
省
へ
、
出
向
・

転
出
し
、
農
水
省
審
議
官

を
長
ら
く
務
め
る
。
現
在

は
（
公
社
）
日
本
食
品
衛

生
協
会
常
務
理
事
、
食
品

衛
生
登
録
検
査
機
関
協
会

理
事
長
。

○
新
井
映
子
理
事

１
９
７
８
年
東
京
学
芸

大
学
教
育
学
部
卒
。
同

年
同
大
学
教
育
学
部
助

手
を
務
め
、
そ
の
後
、

島
根
大
学
教
育
学
部
助

教
授
、
静
岡
大
学
教
育

学
部
教
授
、
静
岡
県
立

大
学
食
品
栄
養
科
学
部

教
授
な
ど
を
歴
任
。
現

在
は
同
大
学
名
誉
教

授
。

山
東
昭
子
理
事

農
林
水
産
省
農
産
局
長

　
山
口
　
靖 

氏

中
村
勝
浩
副
会
長

道
野
英
司
理
事

新
井
映
子
理
事
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㈱
Ｈ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
の
事
業
活
動
を
紹
介
す
る

廣
瀬
俊
朗
氏

〈
日
本
炊
飯
協
会
総
会
　
特
別
講
演
〉

自
分
を
ひ
ら
く
、
チ
ー
ム
を
ひ
ら
く

　
　
―
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
で
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―

「One Team
」
で
未
来
を
切
り
拓
く
〜
多
様
性
を
活
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
目
的
意
識
〜

講
師
：
㈱
Ｈ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ  

廣
瀬
俊
朗
氏
（
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
）

　

廣
瀬
氏
は
、
日
本
代

表
元
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
国
籍
や
文
化
的
背

景
、
個
々
の
価
値
観
が

異
な
る
多
様
な
選
手
た

ち
を
率
い
、
２
０
１
５

年
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
南
ア

フ
リ
カ
を
破
る
歴
史
的

勝
利
を
支
え
た
。
同
氏

　
通
常
総
会
後
に
は
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
の
廣

瀬
俊
朗
氏
（
㈱
Ｈ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
登
壇
し
、「
自
分
を
ひ
ら
く
、
チ
ー

ム
を
ひ
ら
く
―
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
で
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

は
、
組
織
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

本
質
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
あ
り
方
、
そ
し
て

明
確
な
パ
ー
パ
ス
（
目

的
意
識
）
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
自
身
の
経
験

を
交
え
な
が
ら
語
り
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
や

現
場
の
多
国
籍
化
、
組

織
風
土
改
革
と
い
っ
た

課
題
に
直
面
す
る
炊
飯

業
界
に
と
っ
て
も
、
極

め
て
示
唆
に
富
む
講
演

内
容
と
な
っ
た
。
以
下

に
そ
の
概
要
を
報
告
す

る
。

組
織
の
壁
を
打
破
す
る

「
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ル
」

　

私
が
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
に
就
任
し
た
際
、
ま

ず
着
手
し
た
の
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

徹
底
的
な
ル
ー
ル
化
で

す
。
私
は
１
.
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
を
す

る
、
２
.
互
い
を
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ぶ
、

３
.
相
手
を
具
体
的

に
褒
め
る
、
と
い
う
３

点
を
提
示
し
、
チ
ー
ム

全
体
で
取
り
決
め
て
具

体
的
な
行
動
を
要
求
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
一

見
、
極
め
て
基
礎
的
な

行
動
に
思
え
ま
す
が
、

組
織
の
「
心
理
的
安
全

性
（
誰
も
が
萎
縮
せ
ず

に
発
言
で
き
る
環
境
）」

を
担
保
す
る
た
め
に
は

不
可
欠
な
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
特
に
「
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
で
呼
ぶ
」
こ
と
は
、

年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
、
立

場
の
違
い
に
よ
る
見
え

な
い
壁
を
瞬
時
に
取
り

払
い
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
性
を
築
く
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
具

体
的
に
褒
め
る
」
こ
と

は
、
相
手
の
細
か
な
変

化
や
貢
献
を
リ
ー
ダ
ー

が
見
逃
さ
ず
に
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と

い
う
サ
イ
ン
に
な
り
、

強
固
な
信
頼
関
係
の
構

築
に
直
結
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、「
年
中

無
休
・
24
時
間
体
制
」

で
の
稼
働
も
珍
し
く
な

い
炊
飯
工
場
や
弁
当
製

造
の
現
場
に
お
い
て
、

製
造
ラ
イ
ン
の
安
全
確

保
や
品
質
管
理
（
異
物

混
入
防
止
な
ど
）
を
徹

底
す
る
た
め
に
は
、
役

職
や
キ
ャ
リ
ア
の
壁
を

越
え
て
、
現
場
で
気
づ

い
た
違
和
感
や
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
を
即
座
に

報
告
・
共
有
で
き
る

風
通
し
の
良
さ
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
う
し
た
日

常
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重

ね
こ
そ
が
、
危
機
に
強

い
強
固
な
組
織
の
土
台

（
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
）

と
な
り
ま
す
。

「
表
現
の
重
要
性
」
と

リ
ス
ペ
ク
ト
が
も
た

ら
す
信
頼
関
係

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
と
っ
て
「
表
現
す

る
こ
と
」
は
と
て
も
重

要
で
す
。
心
の
中
で
ど

れ
ほ
ど
相
手
を
思
い
、

敬
意
を
抱
い
て
い
て

も
、
そ
れ
を
言
葉
や
行

動
と
し
て
外
に
向
け
て

明
示
的
に
表
現
し
な
け

れ
ば
相
手
に
は
伝
わ
り

ま
せ
ん
。
日
本
代
表
は

「
日
の
丸
」
を
背
負
っ

て
戦
い
ま
す
。
試
合
前

に
互
い
に
国
歌
斉
唱
を

行
い
ま
す
が
、
私
は
こ

の
国
歌
多
国
籍
で
年
齢

も
幅
広
い
代
表
選
手
た

ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や

日
本
に
敬
意
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
に
「
対
戦

相
手
国
の
国
歌
を
、
そ

の
国
の
言
語
で
歌
う
」

と
い
う
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。
単
に
現
地

の
言
葉
で
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
挨
拶
を
交
わ
す

だ
け
で
な
く
、
相
手
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

文
化
の
象
徴
で
あ
る
国

歌
を
、
自
ら
の
声
と
真

剣
な
態
度
で
表
現
し
て

歌
い
上
げ
る
。
こ
の
姿

勢
を
示
す
こ
と
で
、
相

手
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク

ト
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝

わ
り
、
言
葉
の
壁
を
越

え
て
一
気
に
親
密
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
の
会

社
で
は
、
日
常
風
景
と

な
っ
て
い
る
外
国
人
技

能
実
習
生
や
特
定
技
能

外
国
人
と
の
共
生
、
お

よ
び
定
着
率
向
上
と
い

う
課
題
に
も
大
い
に
通

じ
る
視
点
と
な
り
、
彼

ら
を
単
な
る
「
労
働

力
」
と
し
て
扱
う
の
で

は
な
く
、
彼
ら
の
ル
ー

ツ
や
文
化
に
対
し
て
経

営
陣
や
現
場
リ
ー
ダ
ー

が
敬
意
を
払
い
、
そ
れ

を
分
か
り
や
す
い
形
で

「
表
現
」
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
多

国
籍
化
す
る
工
場
内
で

の
孤
立
を
防
ぎ
、
組
織

の
一
体
感
を
醸
成
す
る

鍵
と
な
り
ま
す
。

数
値
目
標
の
先
に
あ
る

「
何
の
た
め
（
目
的
意

識
）」
を
問
い
直
す

　

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

は
試
合
に
「
勝
利
」
す

る
た
め
に
過
酷
な
練
習

を
こ
な
し
、
入
念
な
準

備
を
し
て
試
合
に
臨
み

ま
す
が
、
そ
の
「
勝
利
」

の
先
、「
目
標
の
先
に

あ
る
﹃
何
の
為
﹄
ま
で

を
考
え
る
」
と
い
う
目

的
意
識
（
パ
ー
パ
ス
）

を
問
い
直
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
に

お
け
る
「
試
合
に
勝

つ
」「
勝
率
を
上
げ
る
」

と
い
っ
た
目
標
や
、
企

業
に
お
け
る
「
生
産
量

の
拡
大
」「
売
上
・
利

益
の
達
成
」
と
い
っ
た

数
値
は
、
あ
く
ま
で
通

過
点
に
過
ぎ
ず
、
重
要

な
の
は
、
そ
の
目
標
を

達
成
し
た
先
に
「
ど
の

よ
う
な
価
値
を
生
み
出

し
、
誰
を
幸
せ
に
す
る

の
か
」「
社
会
に
対
し

て
ど
う
貢
献
し
て
い
く

の
か
」
と
い
う
根
本

的
な
目
的
で
す
。
こ

の
「
何
の
た
め
に
」
と

い
う
パ
ー
パ
ス
が
組
織

全
体
で
共
有
さ
れ
て
初

め
て
、
個
々
の
メ
ン
バ

ー
が
当
事
者
意
識
を
持

ち
、
自
律
的
に
動
き
出

し
ま
す
。
こ
れ
は
日
々

の
安
定
供
給
や
ト
ラ
ブ

ル
対
応
、
コ
ス
ト
削
減

と
い
っ
た
目
の
前
の
業

務
に
追
わ
れ
が
ち
な
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と

っ
て
、
自
ら
の
仕
事
や

組
織
の
存
在
意
義
を
再

定
義
す
る
こ
と
、
目
標

を
達
成
し
た
そ
の
先
に

あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

こ
と
こ
そ
が
、
組
織
を

持
続
可
能
に
す
る
原
動

力
と
な
り
ま
す
。

「
自
然
」
と
「
人
為
」

の
対
比
か
ら
学
ぶ
、

生
命
の
営
み
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

　

海
外
出
張
な
ど
で
ア

フ
リ
カ
や
ド
バ
イ
を
訪

問
し
た
際
に
感
じ
た
こ

と
で
す
が
、
ア
フ
リ
カ

の
大
地
で
は
、
人
間
の

思
い
通
り
に
は
な
ら

な
い
が
力
強
く
息
づ

く
「
生
命
の
営
み
（
自

然
）」
を
体
感
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
最
先
端

の
技
術
に
よ
っ
て
す

べ
て
が
高
度
に
計
算
さ

1981年生まれ、大阪府吹田市出
身。5歳からラグビーを始め、大
阪府立北野高校、慶應義塾大学、
東芝ブレイブルーパスでプレー。 

東芝ではキャプテンとして日本一を達成。2007年には日本
代表選手に選出され、2012年
から 2年間はキャプテンを務
めた。現役引退後は MBAを
取得。ラグビーW杯2019で
は、ドラマ「ノーサイド・ゲー
ム」への出演等で大会を盛り上
げた。同 2019 年、株式会社
HiRAKU設立。 現在は、スポー
ツの普及だけでなく、教育・食・
健康・国内外の地域との共創に
重点をおいたプロジェクトに取
り組んでいる。

廣瀬 俊朗
 Toshiaki Hirose
株式会社HiRAKU 代表取締役
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


れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
た
「
人
工
的
な
都

市
（
ド
バ
イ
）」
も
訪

れ
、「
自
然
」
と
「
人

為
」
の
対
比
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
対
比
は
、

我
々
が
日
常
的
に
接
し

て
い
る
「
食
」
や
「
人

間
」
の
本
質
を
考
え
る

上
で
極
め
て
示
唆
に
富

む
も
の
で
す
。

　

ど
れ
だ
け
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
進
化
し
、
炊
飯

ラ
イ
ン
が
自
動
化
さ

れ
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
人
為

的
な
制
御
が
進
も
う
と

も
、
そ
の
根
底
に
あ
る

の
は
自
然
が
育
ん
だ
農

産
物
（
米
）
で
あ
り
、

そ
れ
を
扱
う
の
は
「
人

間
」
と
い
う
不
確
実

で
血
の
通
っ
た
存
在
で

す
。
す
べ
て
を
計
算

通
り
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
て
管
理
し
よ
う
と
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
然

の
恵
み
へ
の
畏
敬
の
念

や
、
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
人
間
の
泥
臭
い
生

命
力
を
受
け
入
れ
、
そ

れ
を
活
か
し
き
る
包
容

力
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
抜
く
組

織
や
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

田
植
え
を
通
じ
て
食

育
活
動
を
実
施

　

私
は
水
田
は
日
本
の

美
し
い
原
風
景
で
残
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
、
宮
崎
県
内
で

米
作
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
先
日
は
つ

く
ば
み
ら
い
市
で
親
子

１
２
０
人
が
参
加
し
た

田
植
え
体
験
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
米

は
日
本
食
の
根
幹
で

す
。
米
作
り
の
体
験
は

食
育
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
も
食
と
農
業

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

目
を
瞑
�
た
ま
ま
相
手
の
声
を
頼
り
に
同
じ
動

作
を
す
る
﹁
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ポ
�
ズ
﹂
を
実
践

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
親
子
１
２
０
人
が
参
加
し
た

田
植
え
体
験
イ
ベ
ン
ト
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「
ご
は
ん
に
こ
ん
な

に
向
き
合
っ
て
食
べ
た

の
は
初
め
て
で
す
」「
食

べ
比
べ
て
初
め
て
自
分

の
好
き
な
味
が
わ
か
り

ま
し
た
」。
そ
ん
な
感

想
を
、
わ
た
し
が
行
う

お
米
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
よ
く
い
た
だ
き
ま

す
。

　

わ
た
し
は
ご
は
ん
ソ

ム
リ
エ
と
し
て
、
講
演

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
う
ほ
か
、
お
米
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

全
国
の
産
地
や
流
通
の

現
場
を
取
材
し
、
新
聞

や
各
種
メ
デ
ィ
ア
、
本

を
通
じ
て
お
米
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ

の
学
び
で
特
に
役
立

っ
て
い
る
の
は
、
炊

飯
や
食
味
に
関
す
る
知

識
で
す
。
現
在
は
そ
の

知
見
を
生
か
し
、
お
米

の
食
べ
比
べ
を
中
心
と

し
た
体
験
型
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
株
式
会
社
プ
レ

ナ
ス
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
通
算
20
回
に
及

び
、
昨
年
は
大
阪
・
関

西
万
博
の
農
林
水
産
省

ブ
ー
ス
で
も
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。

　

活
動
を
通
し
て
感
じ

る
の
は
、
お
米
離
れ
と

言
わ
れ
る
一
方
で
、
お

米
そ
の
も
の
が
嫌
い
と

い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
こ
と
で
す
。
食
べ

比
べ
を
し
た
り
、
お
米

の
違
い
を
知
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、「
も
っ
と

ご
は
ん
が
好
き
に
な
っ

た
」
と
笑
顔
に
な
る
方

を
何
人
も
見
て
き
ま
し

た
。
お
米
の
お
い
し
さ

や
楽
し
さ
に
気
づ
く
機

会
が
少
な
い
だ
け
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
活
動
す
る
中
で
、
お

米
は
単
な
る
食
品
で
は

な
く
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
詰
ま
っ
た
存
在
な

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
お
米
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め

に
、
さ
ら
に
お
米
の
世

界
を
深
く
知
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
現

在
は
東
京
農
業
大
学
大

学
院
で
研
究
も
し
て
い

ま
す
。

　

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
は
、
知
識
だ
け
で

な
く
、
ご
は
ん
の
お
い

し
さ
を
伝
え
る
喜
び

と
、
現
在
の
仕
事
や

研
究
に
つ
な
が
る
第
一

歩
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
ご
は
ん
を

「
お
い
し
い
」
で
終
わ

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

お
米
と
い
う
食
べ
も
の

の
面
白
さ
や
奥
深
さ
も

あ
わ
せ
て
伝
え
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
、

ご
は
ん
を
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

（株）プレナスでの大人向けワークショップ
＜（株）プレナス（「やよい軒」「ほっともっと」の企業運営体）＞

第１日目
9:00～：受付開始　　9:30 ～：開講式　主催者挨拶　
9:40 ～ 11:10　第 1課程「お米についてもっと知ろう」　
　　　　　　　　　　　第1章「米の一生」
　　　　　　　　　　　第2章「米の品種特性と品種改良」
　　　　　　　　　　　第3章「米の品位区分と品質管理」　
　　　　　　　　　　　第5章「米に関する制度の概要」
　　　　　　　　　佐藤 孝氏　元（株）加工用米取引センター

―休憩　11:10 ～ 11:20（10分）―
11:20 ～ 12:00　第 3課程「ごはんの食味評価に関する知識」
　　　　　　　　　　　　第1章「官能検査の基礎知識」
　　　　　　　　　野田 和視氏　（公社）日本炊飯協会　HACCP審査委員
12:00 ～ 12:40　第 4課程　「食味官能検査」実習　
　　　　　　　　　　　　食味実習の解説・食味実習（1回目）・検討会　

―昼　食　12:40 ～ 13:20（40分）―
13:20 ～ 14:10　第 1課程「お米についてもっと知ろう」　　
　　　　　　　　　　　　第4章「精米技術」
　　　　　　　　　天野 和雄氏 　全農パールライス（株） 東日本事業本部

―休憩　14:10 ～ 14:20（10分）―　
14:20 ～ 16:00　第 2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　　　
　　　　　　　　　　　　第1章「炊飯の科学」
　　　　　　　　　新井 映子氏　静岡県立大学　名誉教授

―休憩　16:00 ～ 16:10（10分）―
16:10 ～ 17:30　第 2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　
　　　　　　　　　　　　第6章「炊飯製品の衛生管理」　
　　　　　　　　　　　　第7章「炊飯製品の表示」
　　　　　　　　　坂口 光一氏　 (公社 )日本炊飯協会　理事・HACCP審査委員長
17:30 ～ 17:50　「食味官能検査」実習（2回目）・検討会　

第２日目
8:40～ 10:00　第 2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　
　　　　　　　　　　　　第2章「炊飯の実際」　
　　　　　　　　　　　　第3章「米飯加工品製造の実際」
　　　　　　　　　小野塚 豊氏　（株） 川島屋　米飯事業部開発室

―休憩　10:00 ～ 10:15（15分）―
10:10 ～ 11:30　第 2課程「ごはん・炊飯に関する知識」　
　　　　　　　　　　　　　第4章「ごはんの栄養」　
　　　　　　　　　　　　　第5章「ごはんと健康」　
　　　　　　　　　佐々木 一氏　元神奈川県工科大学応用バイオ科学部教授

―休憩　11:30 ～ 11:40　（10分）
11:40 ～ 12:00　「食味官能検査」実習（3回目）・検討会　

　―昼食　12:00 ～ 12:50（50分）―
12:50 ～ 13:50　第 3課程　「ごはんの食味評価に関する知識」　　
　　　　　　　　　　　　第2章「ごはんの食味評価法」
　　　　　　　　　　　　第3章「おいしいごはんへの道」　　　　　
　　　　　　　　　　　　第4章「おいしい米を見分けるために」
　　　　　　　　　野田 和視氏（公社）日本炊飯協会　HACCP審査委員
13:50 ～　閉講式　挨拶
14:00 ～ 14:20　食味試験　(休憩 14:20 ～ 14:40)　
14:40 ～ 15:50　筆記試験　（試験等案提出時点で順次解散）

〈ごはんソムリエ　研修・試験スケジュール（2日間）〉

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
資
格
者

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
資
格
者

お
米
の
魅
力
を
伝
え
る
研
究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

お
米
の
魅
力
を
伝
え
る
研
究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
に
り
り
氏　
特
別
寄
稿

た
に
り
り
氏　
特
別
寄
稿

第24回ごはんソムリエ認定試験日程
10月 22日（木）・23日（金）

受講のお申し込みは日本炊飯協会ホームページから入力してください。
https://www.rice-cook.com


